
　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
と
11
の
特
別
会
計
、
水
道
・
上
天
草
総
合
病
院

事
業
会
計
の
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
平
成
19
年
度
に
比
べ
、
４
億
２
千
５
百
万
円
減
の

１
４
５
億
４
千
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
20
年
度
予
算
を
前
年
度
予
算
お
よ
び
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
比

較
し
て
、
予
算
の
中
身
を
分
析
し
て
み
ま
す
。

会計名 予算額 前年度比
一般会計 145億4,100万円 ▲４億2,500万円
国民健康保険特別会計

（事業勘定） 51億1,088万円 ▲57万円

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定） 6,645万円 ▲112万円

診療所特別会計 5,822万円 ▲562万円
老人保健医療特別会計 ７億442万円 ▲49億9,842万円
介護保険特別会計 27億8,021万円 ▲１億1,386万円
斎場特別会計 1,151万円 ▲776万円
天草四郎メモリアルホール
特別会計 3,526万円 ▲694万円

公共下水道事業特別会計 ４億6,133万円 ▲7,397万円
物揚場造成事業特別会計 1,671万円 ０円
地域開発事業特別会計 711万円 ▲379万円
後期高齢者医療特別会計 ３億8,309万円 ※新規

計 241億7,618万円 ▲52億4,696万円

●平成20年度会計別一覧表

会計名（公営企業） 予算額 前年度比
水道事業会計 ９億 2,840 万円 ▲ 961 万円
上天草総合病院事業会計 33 億 7,115 万円 936 万円

計 42 億 9,955 万円 ▲ 25 万円

●平成20年度事業会計予算（収益的収支）

平
成
20
年
度

一
般
会
計
予
算

（単位：千円）

H20 H19 増減額 増減率

自主財源 3,159,050 3,607,188 △ 448,138 △ 12.4％

　市税 2,371,383 2,344,028 27,355 1.2％

　分担金及び負担金 196,999 197,523 △ 524 △ 0.3％

　使用料及び手数料 88,801 113,671 △ 24,870 △ 21.9％

　財産収入 38,511 48,984 △ 10,473 △ 21.4％

　繰入金 230,156 353,359 △ 123,203 △ 34.9％

　繰越金 300,000 △ 300,000 △ 100.0％

　諸収入（収益・受託除く） 233,200 249,623 △ 16,423 △ 6.6％

依存財源 11,381,950 11,358,812 23,138 0.2％

　地方譲与税 170,000 173,000 △ 3,000 △ 1.7％

　利子割交付金 9,000 11,000 △ 2,000 △ 18.2％

　配当割交付金 1,000 1,000 0 0.0％

　株式等譲渡所得割交付金 1,000 1,000 0 0.0％

　ゴルフ場利用税交付金 13,800 15,215 △ 1,415 △ 9.3％

　自動車取得税交付金 40,500 45,000 △ 4,500 △ 10.0％

　地方交付税 7,350,000 7,400,000 △ 50,000 △ 10.0％

内普通交付税 6,900,000 6,900,000 0 0.0％

内特別交付税 450,000 500,000 △ 50,000 △ 10.0％

　交通安全対策特別交付金 3,500 4,000 △ 500 △ 12.5％

　国庫支出金 1,027,557 1,050,967 △ 23,410 △ 2.2％

　県支出金 1,360,182 1,178,731 181,451 15.4％

　受託事業収入 411 599 △ 188 △ 31.4％

　市債 1,072,000 1,133,300 △ 61,300 △ 5.4％

　地方消費税交付金 315,000 320,000 △ 5,000 △ 1.6％

　地方特例交付金 18,000 25,000 △ 7,000 △ 28.0％

合　　計 14,541,000 14,966,000 △ 425,000 △ 2.8％

　

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と
比

較
し
ま
す
と
、
総
額
で
４
億
４
，

８
１
３
万
８
千
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
一
見
自
主
財
源
の
悪
化
と
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
を
入
れ
ず
に
予
算
編

成
し
た
結
果
で
あ
り
、
前
年
度
の

３
億
円
の
繰
越
金
を
財
源
と
し
た

予
算
内
容
か
ら
は
格
段
に
好
転
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
繰
越
金
は
、

基
金
に
積
み
立
て
た
り
、
借
金
返

済
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
繰

上
償
還
の
財
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
財
政
再
建
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
に
お
い
て
は
、
景

気
好
転
の
兆
し
が
見
え
な
い
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年

度
実
施
さ
れ
た
税
源
移
譲
の
影
響

も
あ
っ
て
、
２
，
７
３
５
万
５
千

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
に
お
い
て
は
、
２
，

３
１
３
万
８
千
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
借
金
で
あ
る
地
方

債
の
借
入
を
６
，
１
３
０
万
円
抑

制
し
て
い
ま
す
。理
由
と
し
て
は
、

「
借
り
過
ぎ
た
借
金
」
が
財
政
運

営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
実
施
さ
れ
る
政
府
資
金
（
国

の
資
金
）
等
の
繰
上
償
還
を
積
極

的
に
活
用
し
、
新
規
借
入
の
抑
制

も
併
せ
る
こ
と
で
、
公
債
費
の
負

担
を
低
下
さ
せ
、
平
準
化
を
図
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
依
然
と
し
て
歳
入
構

造
上
の
問
題
点
で
も
あ
る
依
存
財

源
に
頼
る
体
質
は
改
善
さ
れ
て
お

ら
ず
、
国
県
の
動
向
に
左
右
さ
れ

る
脆
弱
な
財
政
構
造
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
方
税
な
ど
の
自
主
財

源
を
適
正
に
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。【
表
１
参
照
】

項　　目 Ｈ20当初 Ｈ20ＲＰ
※3 比較

一般財源 10,802 10,735 67
　市税 2,371 2,382 △11
　地方交付税等※1 7,368 7,228 140
　地方譲与税等 554 580 △26
　財産収入 39 45 △6
　地方債※2 470 500 △30
特定財源 3,739 3,901 △162
　国県支出金 2,388 2,102 286
　使用料等 89 119 △30
　分担金等 197 214 △17
　繰入金 230 196 34
　地方債 602 768 △166
　その他 233 502 △269

合　　計 14,541 14,636 △95

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付

税
等
を
除
い
て
見
込
み
よ
り
予

算
額
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

６
年
ぶ
り
地
方
財
政
計
画
が
３
．

０
％
増
加
し
た
影
響
で
、
地
方
交

付
税
等
が
伸
び
て
お
り
、
一
般
財

源
は
６
，
７
０
０
万
円
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
財
源
に

つ
い
て
は
、
１
億
６
，
２
０
０
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
要

因
と
し
て
は
、
地
方
債
の
借
入
を

見
込
み
よ
り
も
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
と
、
前
年
度
繰
越
金

を
財
源
と
し
な
く
て
す
ん
だ
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
２
参
照
】

自主財源･･････････････････
　市が自主的に収入できる財
源

依存財源･･････････････････
　国・県から交付されたり、
割り当てられたりした財源

市税･･････････････････････
　市民税や固定資産税など、
市民の皆さんが納めた税金

分担金・負担金････････････
　事業に必要な経費を、その
受益者から徴収したお金

使用料・手数料････････････
　使用料は公の施設を使用し
た場合に徴収したお金。手
数料は、提供したサービス
の費用

財産収入･･････････････････
　各種基金利子、財産を売り
払ったお金

繰入金････････････････････
　各種基金 ( 貯金 ) の取り崩
しにより繰り入れたお金

繰越金････････････････････
　市の決算剰余金を翌年度に
繰り越して使用するもの

地方譲与税････････････････
　国が徴収した自動車重量税
などから配分されたお金

地方交付税････････････････
　所得税や酒税など、国税の
一部から町の財政状況に応
じて交付されるお金

国庫支出金････････････････
　特定の事業に対して国から
交付されるお金

県支出金･･････････････････
　特定の事業に対して県から
交付されるお金

市債･･････････････････････
　大きな事業を行うために、
国や金融機関から借り入れ
たお金

表１　一般会計当初予算　〈歳入〉

自主財源
21.7％

市債
7.4％

自主財源
21.7％

依存財源78.2％

市税
16.3％

分担金及び
負担金
1.3％

歳　入

その他4.1％

その他3.9％

地方交付税50.5％

国庫支出金
7.1％

県支出金
9.4％

市債
7.4％

表２　平成20年度当初予算と
リバイバルプラン（歳入）　

（単位：百万円）

※ 1　地方交付税等には、地方交付税と地方特例交付金
を含む

※ 2　地方債は、臨時財政対策債であり普通交付税の振
替措置となる

※ 3　ＲＰとは、リバイバルプランの略称

歳　
　
入

リ
バ
イ
ラ
ル
プ
ラ
ン

と
の
比
較
（
歳
入
）

用  語 解  説

※各数字は、千円単位を四捨五入しており合計が一致しな い場合があります。
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